
 

 

 

 

 新聞記事は、大事なことを分かりやすく伝えられるように書かれ

ています。 

まず、大事なことを含めた記事のおおまかな内容を最初に書きま

す。これをリード文（前文）と言い、「いつ、どこで、だれが、何を、

どうした」を入れて書くようにします。 

その後に、なぜそうなったかというような具体的な内容を書いて

いきます。 

 詳しくは中日新聞ＮＩＥ事務局ホームページの動画を見ましょう。 

それでは、次の「大
だい

鷲
じゅう

院の化け猫」という民話のリード文を書い

てみましょう。 
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問１：次の確認をしましょう。 

   ・い つ： 

   ・どこで： 

   ・だれが： 

   ・何 を： 

   ・どうした： 

 

問２：問１を参考にして、リード文を 60字以内で書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【活用にあたって】 

 学校では事実を客観的に書くという作文の授業を、

あまり行っていません。作文のほとんどは意見文、感

想文です。事実ははっきりしているのだから、そのま

ま書くだけじゃないか、簡単なことだと思われがちで

すが、実際はなかなか書けません。新聞記事の書き方

に学ぶことです。 

 

解答例 

問１：・い つ：昔 

  ・どこで：檀家の葬儀の場 

  ・だれが：住職 

  ・何 を：化け猫 

  ・どうした：一喝し、顔面を払子で打ち据えた 

問２：昔、檀家の葬儀でお経を上げていた大鷲院の住

職は、棺に襲いかかってきた化け猫を一喝し、

顔面を打ち据えて追い払った。（56字） 

※  問１の内容を骨組みにして、下線部のよう

な修飾する言葉を入れるとうまくまとま

ります。 
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